
COSMOS 第１０回定例ミーティング 

【１】コンセプトの確認 

 

「なぜ、私たちはこの会に参加するのか？」 
・科博がとにかく好き 
・自分ひとりで限界を感じても、みんなで取り組めば可能なことがある。 
・他人の助けになりたい、応援するのが好き。 
・教材を作ることでいろいろな先生のためになる、貢献できる。 
・このような場所に集まる皆さんとの活動が好き。 
・通用門から入る感動・満足感等 
・義務感や責任感 
・活動そのものの楽しみ、科博のことを話す・共有する楽しみ 
・博学連携のモデルタイプ 
・科博のコンテンツの魅力を伝えたい、楽しみたい 
・科博の持ち味を授業に生かしたい 
・学びの場、柱がある場。 
・楽しいから、コネや人とのつながり 
・科学的な話を勉強している人と話せる 
・資料保存論、博物館学が個人的な楽しみ 
・倦怠期を乗り越える、初心を思い出す 
・他人に思いを伝えるのが得意ではないから、仲介者となって実現する。 
・酵素、触媒になる。 

 
 
 

 
 

 

 

 



【２】役割分担の検討 

2018 年度 

活動場所の手配 科博内の活動場所の予約，開錠・施錠 

都生研との連絡調整・

書類作成 

（年間を通した活動） 

・活動申請（５～６月）・活動報告（１２～１月） 

・都生研活動報告（３月） 

（派遣依頼を要する各ミーティング・イベント） 

 ・派遣依頼文作成，役員メールへのお伺い 

・文書発送のための 

都生研メール配信 年６回くらい？ 

日程・企画調整 ・実施日希望調査／決定、⾧尾様への依頼 

・WG 希望調査／決定，連絡 

・ミーティングの進行 

記録・報告 活動の記録，報告書の作成 

広報 ウェブ作成，FB・ツイッターでのお知らせ配信や活動

の報告 

 

課題： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜運営に関するアンケート結果＞ 

 

 

 

 

 



【３】日程決定方法の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４】来年度のワーキンググループの確認 

 〇情報活用 

 〇科学史 

 〇ワークシート 

 〇動物園と科学博物館 

 〇頭骨５姉妹ミニレプリカ教材商品化 

 


